
【資料１】

少 子 化 の 現 状 等

【資料１－１】



１ 出生
(1)　出生数と合計特殊出生率

（注）　（　）は，平成27年比を示す。

[参考]　平成28年における実績

資料：人口動態統計，国勢調査

資料　国勢調査

出生数

平成27年

合計特殊出生率

　　　　①沖縄県(1.95)　②島根県(1.75)　③長崎県(1.71)　③宮崎県(1.71)　⑤鹿児島県(1.68)
　　　　⑥熊本県(1.66)　⑦福井県(1.65)　⑦大分県(1.65)

本県

【全国】
1.44(▲0.01)

平成28年 13,688人（▲3.1％）

976,979人(▲2.9％)平成28年

1.70

平成27年

平 成 29 年 ８ 月

青少年男女共同参画課

1,005,677人 1.45

14,125人

1.68（▲0.02）

少 子 化 の 現 状
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(2) 鹿児島県の年齢３区分別人口割合の推移
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合計特殊出生率

Total fertility rate

出生数（人）

Birthrate

本県の出生数

合計特殊出生率（県）

合計特殊出生率（全国）

全国ベースでは，０．０１下降

本県は，全国で5位（昨年4位）

（１位：沖縄県，２位：島根県，３位：長崎県，宮崎県，

５位：鹿児島県， ６位：熊本県，７位：福井県，大分

県）
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（３）子どもの数について
①理想の子どもの数と予定している子どもの数について

全国の状況（出典：平成 29年版少子化社会対策白書）

本県の状況（出典：少子化対策に関する県民意識調査報告書［平成 27年 3月］）

【質問１】理想とする子どもの数
一般県民全体，２０代，３０代とも３人と答えた方が最も多かったが，大学

生では，１人と答えた方が最も多かった。
（単位：％）

区 分 一般県民(18歳以上全体 ) 大学生
うち20代 うち30代

３人以上 ６１．３ ５４．９ ５８．２ １．６
（７０．５）

２人 ３１．７ ３５．３ ３３．３ １８．４
（２３．４）

１人 １．１ ２．９ ２．５ ７２．４
（１．１）

０人 ０．８ ２．９ １．０ ５．９
（０．６）

わからない ５．１ ３．９ ４．５ ０．８
（４．３）

※（ ）内は，前回（H21年度）調査結果

【質問２】 予定している子どもの数（一般県民）
一般県民全体，２０代，３０代とも２人と答えた方が最も多かった。

（単位：％）
区 分 一般県民(18歳以上全体 )

うち20代 うち30代
２人 ３８．０ ４３．１ ４７．８

（３６．６）
３人以上 ３０．９ ３０．４ ２３．９

（４２．２）
１人 ７．９ １．０ ７．５

（６．０）
０人 ５．８ ４．９ ３．０

（１．８）
わからない １７．４ １９．６ １５．４

（１３．４）
※（ ）内は，前回（H21年度）調査結果
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②理想の子どもの数を持たない理由について
全国の状況（出典：平成 29年版少子化社会対策白書）

本県の状況（出典：少子化対策に関する県民意識調査報告書［平成 27 年 3 月］）
【質問３】子どもの理想の数と予定している数の差の理由（一般県民）

子育て世代である２０代，３０代では，「収入に対して，子育てや教育にお
金がかかりすぎるから」が最も多かった。

（単位：％）
区 分 一般県民(18歳以上全体 )

うち20代 うち30代
収入に対して，子育てや教育にお ２９．６ ７１．４ ５８．７
金がかかりすぎるから （２６．７）
健康上の理由から ９．４ １４．３ ９．３

（７．３）
自分の仕事（勤めや家業）に差し ９．０ ２８．６ １０．７
支えるから （７．７）
欲しいけれどもできないから ８．２ ０ ２１．３

（９．５）
高年齢で産むのはいやだから ８．０ ９．５ ２２．７

（９．０）
※（ ）内は，前回（H21年度）調査結果
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２ 仕事と子育ての両立について
(1) 男性の家事・育児参画について

①男性の家事・育児時間について（全国の状況）
（出典：平成２３年社会生活基本調査，生活時間に関する結果）
（上位１０都県と本県のみ抜粋） （単位：分）

② 男性の家事・育児参画に必要なことについて（本県の状況）
（出典：少子化対策に関する県民意識調査報告書［平成 27年 3月］）
【質問４】男性の積極的な子育て参加のために必要なこと（上位３項目まで）

一般県民全体，２０代，３０代では，「家事や育児は女性の役割だという固
定的な考えを改めること」が最も多かったが，大学生では，「労働時間短縮や
休暇制度を普及させること」が最も多かった。

（単位：％）
区 分 一般県民(18歳以上全体 ) 大学生

うち20代 うち30代
家事や育児は女性の役割 ２４．７ ６０．８ ５７．７ ２１．９
だという固定的な考えを （２５．０）
改めること
夫婦ともに家事や育児の ２２．２ ５５．９ ４４．３ １８．８
責任を担い，協力して行 （２３．３）
うこと
労働時間短縮や休暇制度 １７．０ ５７．８ ４１．８ ２３．６
を普及させること （１４．５）
※（ ）内は，前回（H21年度）調査結果

都道府県名 家事 育児 買い物 合計 順位 都道府県名 家事 育児 買い物 合計 順位

全国 12 39 16 67 － 宮城県 22 48 22 92 6

秋田県 20 67 17 104 1 大分県 10 63 13 86 7

岩手県 31 47 19 97 2 富山県 15 49 20 84 8

埼玉県 15 63 18 96 3 岡山県 15 48 16 79 9

島根県 18 66 12 96 3 東京都 14 46 17 77 10

徳島県 18 56 19 93 5 鹿児島県 13 30 10 53 39
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2017/5/17

1

0

女性の継続就業・出産と男性の家事・育児参加の関係

1

女性の就業率と合計特殊出生率
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（２）女性の仕事と子育ての両立について（全国の状況）



３ 未婚化・晩婚化の進行
(1) 平成28年人口動態統計(概数）

資料：人口動態統計

(2)

(3) 未婚化・晩婚化・晩産化に関する統計データ

（注）資料：国勢調査，人口動態統計

(4)　年収別，就労形態別既婚者の割合

資料：内閣府「平成22年結婚・家族形成に関する調査」 資料：内閣府「平成24年度子ども・子育て白書」
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平成２９年版少子化社会対策白書（抜粋）
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平成２９年版少子化社会対策白書（抜粋）


